
ジ
再 。
ジ の



ジ の
の

テクノロジー IT C IO C F O の テ
クノロジー ビジネス の C E O

ライ ンの 2 02 2 の の の ート
よ テクノロジー の スタ ーエクス リエンス（ C X ）の

インサイトの の
よ

実 の の ッ リー ーシッ の
ビジネス テクノロジーのエキス ート B e r n a r d  M a r r

の分 の テクノロジー

のよ の の テク
ノロジー 能 ビジネスリー ー
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23%
の （エグ ク
ティ ） テ
クノロジー



ライ ンのテクノロジー アーキテク ラン ング
A d a m  K oe p p e テクノロジーの 3 の 学 行

1 現 お
ロック ウン ライ ンの B l u e J e a n s

リモート /コラボ ーションツール の リモートワーク テクノロ
ジーの の イ リッド の コ
ロ ウイルス の の

の の の のメリット
よ

2 テクノロジー 化 よ ロセス 化
の 3 の 5Gのよ

テクノロジー 現 K oe p p e
の W i F iネットワーク 能 テクノロジーソ

リューション 能 の

Adam Koeppe
ライ ンのテクノロジー
アーキテク ラン

ング

ビジネスの再考。その後。 3



の 3 の 学 の ライ ンの の の
リー ーシッ スキル 行 テクノロジー

の の4 の 1 お テク
ノロジー の ート アクセラ ーター （ の

1 0%の ）の 化 の1

2 02 2 の ート よ の600人のシ アビジネスリー ー
62 の 1 2 テクノロジー

テクノロジー の の の
スタ ーエクス リエンスの の ート

の 実 の の ッ
1 2 スタ ーエクス リエンスの の データ分析

の 3 8% スタ ーサービスの
化 の 3 4% の アクセラ ーター の
の 1 1 イントの （44% 3 3 %）

の 実行 移
の ッ の

ジ ジ ス

テクノロジーの デジタルトランスフ ーメーションの

A l a n  B r ow n （エクセター 学ビジネススクール デジタル 学 ） デジ
タル化 デジタルトランスフ ーメーションの ロセスのデジ
タル化 ア ログの ロセス デジタルの 移行

人 よ の の デジタル化
のよ ソリューション コロ ウイルス

のよ 現実 のスト ス び B r ow n
の の 人 B r ow n

ロセスの のア ロー
よ の 1 の 化

コロ ウイルス 行 よ
B r ow n の

学
P a y - A s - Y ou - C on s u m e  （ P A Y C ） スタ

ーエクス リエンスの ビジネスモデル の移行 能
テクノロジー よ 実現 ースの

ビジ の の - の

のよ 化 のよ よ の 想
ビジョンの 実行の

コロ ウイルス 行の
A l a n  B r ow n テクノロジー の 5 の ビ

ジョン よ 実行 移 能 の
実行 の 実行 移 張

考

の 。

Alan Brown
エクセター 学
ビジネススクール
デジタルエコノ ー学

ビジネスの再考。その後。 4

33%
の デジタ
ルスキル の

の



の
人 人 ー の の
テクノロジー 2 の リスク
よ

B r ow n よ スピード
の の W i l l i a m  Gi b s on よ

の 分 B r ow n
のよ の の 分 の 分

バンジージ ン の のよ の の ッ の張
張 のビジネスモデル

の ース テクノロジー
の 化の 能

分のスピード 分
よ ビジネスの 分

スピード テクノロジー 化
の の

 B r ow n のリー ー ビジネスのよ
分

ート ーシッ のテクノロジー ラットフ ー ース ー
ト ーのエコシステ ライ ン
の ビジネスリー ーの64% サ ライ ェーン ート ー の

よ A d a m  K oe p p e よ 5G
分 の 1 セキュリティ の の

の （6 ージの 1 ）

ビジネスの再考。その後。 5

78%
の サ ラ
イ ェーンエコシステ
の の よ

化
よ

のビジ
ネス



戦略的目標を実行に移すために、企業はどのようなテクノロジーを優先させるのでしょ
うか︖

ベライゾンの調査では、多くの組織が2022年から2023年にテクノロジーへの投資を増
やすことを検討していることがわかりました。

今後数年間、どのテクノロジーが最も大きな影響を与えるかという問題は、業種だけで
なく、個々の組織のビジネスモデルにも大きく依存します。しかし、マクロレベルで見
ると、3つの際立ったテクノロジー群があります。

1つ目は、クラウドを利用したAIです。クラウドによって顧客データの集約化が進み、
AIがデータを照会してインサイトを提供する機会が急増しています。Bernard Marr氏
は、NetflixがAIを効果的に活用している一例として、新しいコンテンツを委託する際の
テーマの特定や、新しい番組に対する視聴者の需要を予測して通信帯域幅を拡張するな
ど、より優れたサービスを実現し、質の高いカスタマーエクスペリエンスを提供してい
ることを挙げています。 

また、Shellでは、クラウドを利用して、「50の異なるデータベースを持つ代わりに」、
組織全体のデータをプールする「データレイク」を構築していることを紹介していま
す。

今後の5年間を形成する 
テクノロジーを理解する

ビジネスの再考。その後。 6

サイバーセキュリティサービス 

データ分析ソフトウェアおよびツール 

クラウド化/クラウド移行/仮想化 

5Gおよびネットワークテクノロジー 

人工知能/機械学習 

モノのインターネット（IoT） 

オートメーション/ロボティクス 

モバイルエッジコンピューティング 

拡張現実/仮想現実 

78%

75%

74%

70%

68%

65%

65%

64%

56%

図1: 2022年は2021年に比べ、上記のテクノロジーに多くの投資を行う予定です（母集団︓600）



よ ビジネス お 人 のツール データ アクセス
よ ルのインサイト A I

のよ ア ロー 能 M a r r クラ
ウド データ A Iサービスのスイッ

テクノロジーの 2 のグルー 拡張現実（ A R ） 仮想現実（ V R ）
の メタバース（ 2 02 1 F a c e b ook M e t a の人の
よ 人 オー ン デジタル ）

のテクノロジーの スタ ーエク
ス リエンス M a r r フ ッ
ション ランド の メタバースの ラットフ ー トークン
（ N F T） のデジタル化 よ 化

の L ' O r é a l A R の デジタル よ
V R の の の M a r k  Z u c k e r b e r g

M e t a メタバースの の お の V R の 機
拡 V R ッドセット ーグル 現 の のよ

ビキタス 能

3 の テクノロジー 人工知能 A R V R
の IoTデバイスおよびエッジコンピューティング 5Gの

ビジネスの再考。その後。 7



イテンシー の セキュリティ
の 5G 能 ライ ンの A d a m  
K oe p p e

の5G の よ の W i F i ースのネットワーク 能
ソリューション 能 K oe p p e 5G よ

の ェック の 行 のよ
システ の エリア スルー ットのソリューション

イテンシー 3 の のよ の 5G
ライ ートネットワーク ライ ートエッジコンピューティング K oe p p e

5G ルのエコシステ の 化 能 のよ
機械 ネットワーク コン

テ 移 K oe p p e 5G ライ ート
ネットワーク ソリューション サ ライ ー
ネットワーク ライ ン A s s oc i a t e d  B r i t i s h  P or t s

の のよ モデル

K oe p p e 5Gの 能 エバンジェリストのよ ビジネス の 能
エッジコンピューティング ライ ート5Gネッ

トワーク の 実現 の
の の 分 の ート ー の の び

ログラ 能 セキュリ
ティ の

K oe p p e 5Gネットワーク
エコシステ のオー ー 能

の イノ ーション ート ー 機
の テクノロジー 分 のイノ ーション

K oe p p e

5G 
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の のよ
テクノロジーの の

ライ ンの 5 の ステッ

1. ジ

テクノロジー スタ ーエクス リエンスの
の

実 のテクノロジー のよ
B e r n a r d  

M a r r A m a z o n 習 よ アドバイス
J e f f  B e z os のよ

スタ ージ ー ー ス
リリース よ

実 実現 のよ テクノロジー
の

スタ ーエクス リエンス
テクノロジー

の テクノロジー
のビジネスの
よ ットボット よ

の の
A I 5G の

の
の 実

の スタ ー
エクス リエンス よ
の ビジネス
化 の の テクノロジー
のよ の

M a r r

2. そ

テクノロジーの ビジネスの ー
よ 実

B e r n a r d  M a r r ビジネス テク
ノロジー トライ

テクノロジー
実

A B I n B e v L e v i ' s L ' O r e a l の よ
イノ ーション

人 ビジネス
テクノロジー インサイト ア リ ーション

の の
のよ イノ ーション

ビジネス 人
の 化 知 の 移

M a r r

ジ ス

5 の
3. ジ

A l a n  B r ow n のよ テ
クノロジーのメリット 現 の の ー

能 コスト
実 お

の 1 0
1 0
化 の 移行
リーン の 学の

ビジネスの
の 化

の 化 の
のバランス 機

の
ビジネス 拡 の
オンデ ンド 拡張 テクノ

ロジー

4. ジ の ジ
IQ   

B e r n a r d  M a r r のよ テクノ
ロジー スキル

テクノロジー の
の シ アリー ー

テクノロジーの 能
のよ テクノロジー
テクノロジー の の

5. ジ
ス

5Gのよ テクノロジーの
サ ライ ー の ート ーシッ
メリット 実現

ート ーの 知 テクノロジー
能 機 エコシステ

ート ー イノ ーション A d a m  
K oe p p e よ 5Gのよ テクノロジー

の 能 現実の の
ート ーのテンション イノ ーショ

ンの の
の テクノロジー ート ー

イノ ーション
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© 2022 Verizon. All rights reserved. ベライゾンの名称およびロゴならびに、ベライゾンの製品およびサービスを識別するため
のその他の名称、ロゴ、およびスローガンのすべては、Verizon Trademark Services LLC、あるいは米国またはその他の国に
おける系列会社の商標およびサービス マーク、または登録商標およびサービスマークです。その他の商標およびサービスマー
クは、各所有者に帰属する財産です。

本書に掲載されているデータは、2022年1月にフィナンシャル・タイム社のLongitudeが
ベライゾンの委託を受けてビジネスリーダー600人を対象に行った調査に基づいていま
す。回答者は、エネルギー・公益事業、金融、保険、法務、製造、メディア、専門サー
ビス、小売、サプライチェーンの9つの業界全体にわたります。 

本調査について

ヨーロッパ、中東、アフリカ

アジア太平洋地域

北アメリカ

13%

27% 60%

5億～9億9,999万米ドル

10億～49億9,000万米ドル

50億～100億米ドル

100億米ドル以上 13%

13%

25%

28%

34%

上級管理職2

上級管理職

上級管理職1

27%

35%

38%




